
Title 寛永19 年版『古文真宝前集抄』の黄山谷詩の注につ
いて：万里集九『帳中香』とのかかわりから

Author(s) 蔦, 清行

Citation 日本語・日本文化研究. 2021, 31, p. 6-21

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/85211

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



－ 6－

『日本語・日本文化研究』第 �� 号（����）

 

 

寛永 19 年版『古文真宝前集抄』の黄山谷詩の注にࡘいて： 

万里集九『帳中香』との࠿࠿わりࡽ࠿ 

 

蔦 清行 

1 研究の背景と目的 

抄物は中世ᚋᮇの日本語・日本文化の資料として重要な文献である。 

し࠿しࡑの読ࡳ᪉にࡘいては、従᮶あࡲり୎ᑀなᡭ引きはᏑᅾしな࠿った。柳田（2012）

のゅᗘࡃいて、もっとከࡘの資料にࡃはあるが、もっとከ࡝松本・石丸（2019）の研究なࡸ

のようなၥ㢟ព㆑ࡑれる。本稿の➹者はࡲ᪉が⤂௓されることがᮃࡳ⤌のྲྀり࡬文献、ࡽ࠿

をᣢって、たとえば抄物ㅮ⩦会な࡝でⓎ信をしている。本稿もࡑの一⎔であり、抄物の文❶

が࡝のように成❧し、ࡑれは࡝のようなᵓ成をᣢࡑ、࠿ࡘしてࡑれを読むにあたって࡝のよ

うな点に注ពす࡭き࠿、ということを、ᐇ例をもって論ࡎるものである。 

抄物を࡝のように読む࠿、という点にࡘいては、柳田征司が、ࡂࡘの 4 点を␃ព点として

ᣲげてᣦ㔪を示している 1。 

1. 抄物には✀々のものがᏑᅾし、ࡑのゝ語もከ様であるということ。 

2. 抄物のゝ語とᙜ᫬の口㢌語の間にはいࢁいࢁに㝸たりがあるということ。 

3. 抄物はある原典࡬の注釈であり、ࡑのゝ語は原典のゝ語とᐦ᥋な関ಀにあり、さࡽ

に中国ഃ注釈書に౫ᣐするとこࢁが大きいということ。 

4. 抄物はඛ行する抄物に大きࡃ౫ᣐして࠾り、⣼ᒙ的ᛶ格を示すࡽ࠿、資料のᢅいに

 。ないということࡽてはなࡃな࠿࠾いては、いわば本文の⭊ศけをして࠾

柳田のこのᣦ㔪はゝ語研究のど点ࡽ࠿なされたものであるが、抄物を文化資料としてᢅ

う場合にも、ྠ様の注ពはᚲ要である。≉に第 4 の本文の⭊ศけ 2という点は、文化研究に

れがࡑ、࠿ㄡが、ఱにᇶ࡙いてなしたの、ࡘいて≉に重要である。抄物のあるグ㏙を、い࠾

୙☜࠿なࡲࡲであることは、資料として使う上で大きなၥ㢟となるࡽ࠿である。 

こで本稿では、寛永ࡑ 19 年（1642 年 3）版『古文真宝前集抄』4を例に、ࡑの抄文が࡝の

ような⫼ᬒをᣢ࡝、࠿ࡘのようなඛ行抄に⏤᮶する࠿、あるいはࡑこ࡝ࡽ࠿う改ኚされてい

る࠿を明࠿ࡽにするというㄢ㢟をタᐃする。このㄢ㢟は、『古文真宝』の、ࡦいてはỤᡞ᫬

௦前ᮇの抄物の、出版᪉法ࡸែᗘにࡘいて明࠿ࡽにすることにもࡘながるであࢁう。ࡑして

抄物をࡎࡽのព義、あるいはこの資料に㝈ࡑࡸれにྲྀり⤌む㐣⛬で、本文の⭊ศけの᪉法ࡑ

読む㝿のල体的な␃ព点にࡘいて、⮬ࡎと読者に明࠿ࡽになってࡃるのではない࠿とᛮう。 

寛永 年版『古文真宝前集抄』の黄山谷詩の注について：

万里集九『帳中香』とのかかわりから

蔦清行
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2 ಃፍとሑሓ 

2.1 ଽᇌ෉ሉ๶ആൢ 

さて、研究のᡭ続きにࡘいて説明する前に、本稿でᐇ例としてྲྀり上げる『古文真宝前集

抄』の文献的ᛶ㉁にࡘいて、⡆༢に☜ㄆする 5。 

本抄はࡑの名の通り『古文真宝』前集の注釈である。『古文真宝』は、宋ᮎ元ึのこࢁに

編ࡲれた、࠾よࡑ漢௦前ᚋࡽ࠿宋௦ࡲでのඃれた詩文を集めた書物である。編者は黄ሀなる

人物とされるが、ࡑのఏは明࠿ࡽでなࡃ、␗説もある。通行本は全 20 巻で、詩を集める前

集 10 巻と文❶を཰めるᚋ集 10 巻とにศけࡽれる。日本では、元の⮳ṇ 26 年（1366 年）版

本をそ刻した五山版『魁本大字諸儒箋解古文真宝』前ᚋ集 20 巻が、༡໭ᮅ中ごࢁにห行さ

れている。ࡑのᚋも室⏫᫬௦ࡽ࠿Ụᡞ᫬௦に࠿けて、ࡑの五山版がさࡽにそ刻されたり新た

な版が㉳こされたりして࠾り、五山ൔをはࡌめとしてᗈࡃா受されたようである。 

 

2.2 ࿿቎૩ျ 

『古文真宝』は、前集よりもᚋ集の᪉がよࡃ読ࡲれたࡽしࡃ、௒日ఏᏑするࡑの抄物は、

柳田（2004）によれば、ᚋ集の抄が 16 系⤫をᩘえるのにᑐし、前集の抄は 1 系⤫に㐣ࡂな

い。本稿でྲྀり上げるのはࡑの前集၏一の系⤫で、柳田が「抄者ᮍヲ古文真宝前集抄」と࿧

東京大学文学部国語研究室蔵の寛永、ࡽ࠿諸本の中ࡪ 19 年整版 6をᗏ本とした。 

 

2.3 ൢೄ֪֣փ֥ 

柳田はᙜヱ抄を抄者ᮍヲとして࠾り、ࡑれはㄗりではないのだが、もうᑡし⣽࠿い説明が

ᚲ要である。本抄には、௨下のหグが附されている 7。 

ྑ古文前集抄は、本万里ᒃኈの説解、㛤ᯈの草๰とⅭす者なり。↛るに඼の間㑇㜘無き

に㠀ࡎ、ⱝし之を⿵はࡊれば、ᑗに❺ⵚをして⌮会ࡏしむること㞴ࡽ࠿むとす。ᨾに諸

ᙪのウ論を᥇り、㧗ൔのಟ㣭を索め、₶Ⰽを加࡬、௨᮶全部႘ࡩれば五ᙬの⦷を⧊り、

一໶の㘊をᑵ（なす）がዴし。ෂࡩ所は༤雅のྩ子、ᙜに改ṇす࡭し。 寛永༑九〈኉

༗〉年⮞᭶吉㎮ 竹本బᕥ⾨㛛新ห 

「この古文前集抄は、もともとは万里ᒃኈの説ࡃとこࢁを、出版のはࡌめとするものであ

る。し࠿しࡑの説には㜘けているとこࢁがないではなࡃ、もしࡑれを⿵わなければ、ึ 学者

が⌮解するのは㞴しࡃなるであࢁう。ࡑこで諸㈼の論ࡎるとこࢁをྲྀりධれ、㧗名な学ൔの

論を᥈しồめ、全体にᡭを加えて、ࡑれで全体は႘えるなࡽば五Ⰽの⣒を⧊り、一ᯛのᕦࡳ

な㘊を作るようなものとなった。㢪わࡃは༤雅の諸㈼よ、ごᢈṇされたい」というようなព

࿡のหグである。ࡑの内ᐜࡽ࠿、本抄は万里ᒃኈすなわち万里集九（1428〜1503 ごࢁ）の

説をᇶ♏とするものであり、ࡑこに௚の⚙ൔࡽの説を加えて、≉にึ学者にもわ࠿りࡸすࡃ
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した、というห行の⤒⦋が読ྲྀࡳれる。ࡑの編⧩を行ったのがㄡࡲ࠿では୙明であるという

点では「抄者ᮍヲ」とゝえるが、ᇶ♏となる注は万里の説にᇶ࡙いている、という点が重要

である。 

 

2.4 研究のሑሓ 

本抄が万里の説にᇶ࡙いているとすれば、ࡑの説を࡝の⛬ᗘಖᏑし、࡝の⛬ᗘの増⿵を⤒

たものであるの࠿、ということをศᯒできるであࢁう。もっとも、万里のఏグ 8を㎺る㝈り、

ᙼが『古文真宝』をㅮࡌたり抄したりした஦ᐇは☜ㄆできない。ただ『古文真宝』前集には

黄山谷 9の詩がྵࡲれ 10、万里には山谷の詩の抄物として『帳中香』がある。『帳中香』と本

抄の抄文とをẚ㍑すれば、一⮴部ศと⊂⮬部ศとがࡑれࡒれ࡝れࡽࡃいである࠿わ࠿るだ

り、「諸ᙪのウ論を᥇り、㧗ൔのಟࡲࡘ）࠿のようなᛶ㉁のものである࡝う。⊂⮬抄文がࢁ

㣭を索め、₶Ⰽを加࡬」というᙧᐜがල体的に࡝のようなᙧをとる࠿）も、明࠿ࡽになる࠿

もしれない。本稿はࡑのような᪉法で、『帳中香』と『古文真宝前集抄』とをẚ㍑していࡃ。 

な࠾、『帳中香』のᗏ本には、国会図書館蔵の古活字版（慶長元和ごࢁห）を用いた。諸

本の中にはより古い෗本もあり、ࡑの中には᪩ࡃ室⏫ᮇに書෗されたものもྵࡲれるが、⌧

ᅾのఏᏑ≧ἣࡽ࠿ゝっても、ࡲた書物の作ࡽれた目的ࡽ࠿しても、古活字版が᭱もὶᕸした

ものであり、『古文真宝前集抄』の編者が参照した可⬟ᛶが᭱も㧗いと考えࡽれるࡽ࠿であ

る。 

3 ଅऐ 

3.1 ॗጅ 

『古文真宝前集抄』と『帳中香』の抄文をẚ㍑した⤖ᯝのᴫ要をごࡃ大㞧ᢕにࡲとめる。

『古文真宝前集抄』の黄山谷詩の抄文は、ࡑの᮶歴ࡽ࠿ぢると、大きࡃ A.（本抄௨前の注

文を฼用した抄文）と B.（本抄の⊂⮬抄文）とにศけࡽれ、A.に関してはࡑのᇶ࡙ࡃ資料に

ᛂࡌて 3 ✀にศ類される。 

A. 本抄௨前の注文を฼用した抄文 

A-1 『古文真宝』のࢺࢫ࢟ࢸに附された注 11 

A-2 『山谷詩集注』のࢺࢫ࢟ࢸに附された注 12 

A-3 万里集九『帳中香』の抄文 

B. 本抄の⊂⮬抄文 

ྛ類にࡘいて、3.2 ⠇（本抄௨前の注文を฼用した抄文）と 3.3 ⠇（本抄の⊂⮬抄文）と

に࠾いて、い࠿ࡘࡃのᐇ例をぢながࡽ⤂௓していこう。 

 

3.2 ቎ൢࡒ๶の཯ᇌבጦዿ֖֞ൢᇌ 

次にᥖげるのは、巻 1「子▚ㅷᾏ༡」の部ศである。全体が▷ࡃ⡆潔な抄文であるので、
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これを例にして説明したい。 

 

෨ᄟ 1 東京大学文学部国語研究室蔵『古文真宝前集抄』巻 1 77 ウ〜78 ウ 13 

【例 1：図版 1 の翻刻】 

子瞻謫海南〈a 蘇東坡ㅷᜨᕞ൭ᕞ〉黄山谷 

〈山谷集༑୐㊙子▚和㝡詩㢟注ப、b 東坡和㝡ῡ明詩、ซ一ⓒ᭷九篇。㏣和古人、⮬東

坡ጞ。c ෭ᩪኪヰப、東坡ᅾᜨᕞ、尽和ῡ明詩。山谷ᅾ㯯༡、⪺之、作೦᭣、子▚ㅷ༡

ᾏ、ப々。〈全篇〉d ᑜཪ㑄൭⪥、ஂ▯、ኳ下┒ఏ子▚ᕬ௝ཤ。e ᮤ㈡㏣和柳᝾詩ப、ố

Ὢⓑ⸿草、柳᝾஌馬ᖐ。Ụ㢌ᶉᶞ香、ᓊ上⬌⼖㣕。㓇┃Ⱗⴥ㟢、玉㍂⻎┦⹫。ᮒᴥ通Ỉ

㝅、Ἃᬮ一཮㨶。〉 

子瞻謫海南、時宰欲殺之。飽喫恵州飯、細和淵明詩。彭沢千載人〈f 㝡₯作ᙰἑ௧〉、東坡

百世師〈g 子▚可Ⅽⓒ世之ᖌ〉。出処雖不同、気味乃相似〈h 子▚之Ẽ࿡୚ῡ明┦ఝ〉。 
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大字の部ศ（ࢡࢵࢩࢦ体で翻刻した「子▚ㅷᾏ༡」「黄山谷」「子▚ㅷᾏ༡、᫬ᐓḧẅ之。

㣬ႚᜨᕞ㣤、⣽和ῡ明詩。ῡ明千㍕人、東坡ⓒ世ᖌ。出ฎ㞪୙ྠ、Ẽ࿡஀┦ఝ。」の部ศ）

が㢟・作者・ࡑして詩本文であり、小字で書࠿れている（明ᮅ体で翻刻した）のが抄文であ

る。 

の抄文のうち、   を附したࡑ a 「蘇東坡ㅷᜨᕞ൭ᕞ」・f 「㝡₯作ᙰἑ௧」・g 「子▚可

Ⅽⓒ世之ᖌ」・h「子▚之Ẽ࿡୚ῡ明┦ఝ」は、いࡎれもᙜ᫬日本でὶ通していた『古文真宝』

の版本⮬体にࡘけࡽれた注であって、ࡑれをࡑのࡲࡲ抄文として用いているものである（3.1

⠇「ᴫ要」でゝう A-1。一⮴部ศにࡘいては図版 2 を参照されたい）。 

 

෨ᄟ 2 ၾॷ文ୃ蔵ୖ山版『ृ቎大ಌൂ೤᭕श古文真宝』巻 1 10  Քウן

 

た   を附したࡲ b 「東坡和㝡ῡ明詩〜⮬東坡ጞ」は、本詩の᥇録もとである『山谷詩

集注』に施された、任ῡによる漢文注である（A-2。一⮴部ศは図版 3 を参照）。なࡑ、࠾

の┤前の「山谷集༑୐㊙子▚和㝡詩㢟注ப」は、b の注が山谷の詩集の巻 17「㊙子▚和㝡

詩」の㢟注に⏤᮶することを注グした⊂⮬抄文である（⊂⮬抄文のᛶ㉁にࡘいては次の 3.3

⠇で論ࡎる）。 
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෨ᄟ 3 京ဒ大学ᆣ໔図ി৛谷໠文ୃ蔵ୖ山版『山谷詩集཯』巻 17 7 ウ〜8  ן

 

これにᑐして、   を附した c 「෭ᩪኪヰப〜子▚ㅷᾏ༡、ப々」・d 「ᑜཪ㑄൭⪥〜ኳ

下┒ఏ子▚ᕬ௝ཤ」・e 「ᮤ㈡㏣和柳᝾詩ப〜Ἃᬮ一཮㨶」は、いࡎれも『帳中香』に⏤᮶す

る漢文注（A-3）である（一⮴部ศは次࣮࣌ࢪの図版 4 図版ࡧよ࠾ 5 を参照）。この「子▚

ㅷᾏ༡」詩に関しては、࡯と࡝ࢇが『古文真宝』⮬体の注・『山谷詩集注』の任ῡ注・࠾よ

る。≉に『帳中香』の内ᐜと文ゝに࠿れていることがわࡲの抄文を引用して編『帳中香』ࡧ

一⮴する部ศがあることは、ᗎ文に「本万里ᒃኈの説解、㛤ᯈの草๰とⅭす者なり」とㅻっ

ているのを⿬௜けるとともに、ࡑの万里の説のᐇ㉁を▱るための資料として『帳中香』を㑅

 。とᛮう࠿ㄗっていないことを示しているのではないࡃだ本稿の᪉法が大きࢇ

な࠾、引用された注は、ࡑの資料の全体が使われているわけでないことは、注ពしてࡃ࠾

ᚲ要がある。たとえば『帳中香』にࡘいてゝえば、本詩に関する『帳中香』の抄文は、図版

をぢれば明࠿ࡽなように、㢟にࡘいてだけでも࠾よࡑ 2 ୎にわたる長大なものであって、

『古文真宝前集抄』に用いࡽれているのはࡑのうちのごࡃഹ࠿な部ศだけなのである。ࡲた

任ῡ注に関しても、本詩では引用されているのは㢟注のࡳであり、詩本文の注は使われてい  

ー~,. ¥. -, —>—.}-

)'  
- > -

Copyrigh1 2001. Kyoto Universi1y Library 
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෨ᄟ 4 国व図ി৛蔵古ঊಌ版『ྂཨஷ』巻 17 එ 30  Քウן

 

 
෨ᄟ 5 国व図ി৛蔵古ঊಌ版『ྂཨஷ』巻 17 එ 31  Քウן
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ない。『古文真宝』⮬体の注は、本詩に関しては全て使用されているが、௚の詩にࡘいてぢ

ればᚲࡎしも฼用されるとは㝈ࡽない。『古文真宝前集抄』は、あࡲࡃでも᪤Ꮡの注をྲྀᤞ

㑅ᢥして、ࡑの抄文を編㍴しているのである。本稿の目的とするとこࡽ࠿ࢁはእれるが、ࡑ

のྲྀᤞのあり᪉ࡽ࠿編者の施注᪉㔪を読ྲྀࡳることも、⯆࿡῝いㄢ㢟ではない࠿とᛮう。 

 

3.3 ቎ൢのၤಛൢᇌ 

次にぢていきたいのは、『古文真宝』『山谷詩集注』『帳中香』にはもともとな࠿った、⊂

⮬に増⿵された抄文（3.1 ⠇「ᴫ要」でゝう B.）である。⊂⮬抄文は前⠇にぢた「子▚ㅷᾏ

༡」詩にもᏑᅾし、ࡑれは引用するඛ行抄の出所を注するものであった。だが⊂⮬抄文はこ

のようなᛶ㉁のものだけではない。巻 4「ᡙ和⟅⚺語」の㢟に附された抄文をぢてࡳよう。 

【例 2：ু文のၤಛ抄文】『古文真宝前集抄』巻 4 15  ן

ਘ和းક語 黄山谷 

〈a ኳ♫注第一・ண❶文集第二、古詩部㍕之。元㇏ᅄ五間作。ぢ年㆕。᥮㡩格。ۑb 東

坡ཤᐦᕞ᫬作␃別㞶Ἠ、ཪ作␃別釈㏑院∻୹、ཪᅾᜨ൭間㏣和㝡詩。඼ᐯព之⮳㧗、可

᥎▱之▯。௒山谷஼ᅾ吉ᕞኴ和┴。ᡙ和⟅⚺語୚東坡之ᐯព、無二無別ஓ。⛒⛯之重、

⮬元㇏二三年௨᮶Ẹ間⏒ᅔ。c 宋通鑑元㇏三年ᗒ申ඵ᭶、⋤Ᏻ石上改ᐃ詩書࿘♩新義。

᫝᫬東坡ᅾ黄ᕞ、五⚺ゝ詩五㤳ᖼᗎぢனᕥ。〉 

引用した部ศのうち、   を引いた b にࡘいては、『帳中香』巻一下、24 ࢜ の引ࡽ࠿14

用である。だが a 「ኳ♫注〜᥮㡩格」と c 「宋通鑑〜ぢனᕥ」は、⟶ぢでは௚の୺要な山谷

詩の抄物 15にはぢᙜたࡽない、本抄の⊂⮬抄文である。a にࡘいては、本詩の別の所ᅾࡸ作

詩᫬ᮇに関する注。c にࡘいては、b でこの詩に関ಀする蘇東坡の詩を⤂௓したᚋで、ࡑの

᫬௦にࡘいて『宋通鑑』16を引いて注するものである。『古文真宝』原文の注とも、山谷詩の

任ῡ注とも、ࡑして『帳中香』とも␗なる、新たな᝟ሗを附け加えるこの内ᐜは、前⠇でぢ

たような、引用するඛ行抄の出所を注するというものとは、大きࣝ࣋ࣞࡃを␗にしているこ

とをᣦ᦬して࠾きたい。 

もうᑡし、⊂⮬抄文を☜ㄆしてࡃ࠾。次の例 3 は巻 5「㢟☻ᓴ☃」の㢟注で、᪤Ꮡの注を

引いたあとで和文抄が増⿵されるものである。 

【例 3：和文のၤಛ抄文】『古文真宝前集抄』巻 5 46 ウ〜47  ן

༎ቓॕᅂ〈a ၈ኳ宝༑ᅄ㍕、Ᏻ⚘山㝗὜㝧、明年㝗長Ᏻ、⋞᐀ᖾ⻎、ኴ子༶఩᪊㟋武。

明年、ⓚᖇ⛣㌷㬅⩧、඼年、᚟両京、上ⓚ㑏京ᖌ。元⤖刻㡴᪊ᾌ῱石〉黄山谷 

〈b ⁺㞃前集ᅄ༑୐᭣、వ㡭ṓ ᮶•中、ᒗ㐟ᾌ῱、ᚔᚉ☻ᓴ☃下、読諸㈼␃㢟、ᝳ㩃

┤、文₯二詩、ഔ句೧論、ṤⅭ⤯ၐ、ᚋ᮶᚟㞴ᥐモ▯。c ᪧ史ப、上ⓚ᭣、࿃ா国長ஂ、
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࿃୙▱貴、ぢ࿃子Ⅽኳ子、࿃▱貴▯。注Ⱳ♽⚷᭣、၈᭷ኳ下ᗄ二ⓒ年。⏤漢௨᮶ா国᭱

Ⅽ長ஂ。↛三⥘୙❧無∗子ྩ⮧之義、฼大⪋ື୙ぶ඼ぶ。᫝௨上無ᩍ化下無ᗮ᜝ப々。

dڹ ᯾ㅝ、Ḣ㝧・Ⱳ♽⚷・石ᩄⱝ三人之論、၏ᆘ⢔᐀。⮳山谷、ඛ௨஘之㉳本ᖐ⋞᐀。

඼義῝▯。e ゝࣁ詩人文人✀々ࣀゝ句ከࢰ࢖。ᡈࣁ別ࣀ☃文ࣤ引࢟大၈中⯆ࣀ㡴ࣤ引࢟

⋞᐀⢔᐀ࣀ孝୙孝ࣤ引࢟୙ぶ඼ぶ࣯ࢻࢼபࢸ൤論ᢈุᩘከࣔࢻࣞࢼ諸書ࢽ඼義ከࢩ。

大᢬ዴṈ。〉 

a は『古文真宝』原文にᏑᅾした注、b 〜d は『帳中香』17の抄文で、e が本抄の⊂⮬抄文

である。この文は「ゝࣁ」でጞࡲっているが、本抄の和文抄ではẚ㍑的よࡃぢࡽれるᙧᘧで、

┤前の抄文ࡲたは詩ࡑのものの内ᐜを解説するものである。この例のばあいは、b 〜d の抄

文全体にᑐしてさࡽに説明を重ࡡるもので、「☻ᓴ☃」にࡘいてከࡃの「詩人文人」が「✀々

 。てきたことを注するものとなっているࡡゝ句」を㐃ࣀ

た次の例ࡲ 4 は、例 3 とྠࡃࡌ巻 5「㢟☻ᓴ☃」の抄文だが、和文抄の中に⮬↛に『帳中

香』の漢文抄が用いࡽれている点で、注目に್する。 

【例 4：和文のၤಛ抄文】『古文真宝前集抄』巻 5 49 ウ〜50  ן

ၾ৖྅୷නईᄵ、॒৖ጩᆙ´౪৸。〈a ⢔᐀❧ⓚྡྷᙇ氏。私୚ᨻ஦。୚ᮤ㍜国┦助、ከ௨

私ㅜᧉᶒ。ᖇ୙⬟ไ。〉 

〈ゝࣀ᐀⋟ࣁᚚ௙合ࣁ࢖ࣝ࣡ࣀ、内義ࣤࣂ⢔᐀࢟ྡྷࣀᙇ氏࢞㝸ࢸ、እຊࣤࣂ⢔᐀ࣀ⮧ᮤ

㍜国࢞㝸࣯ࢸ、b ⋞᐀⢔᐀∗子୙╬⪋、二ᖇ⤯仁孝之㐨▯。Ⰽࢽ࣯࣐ࣀ可ྰࣞࣛࢭ、㢇

ࣤ௨ᣦ᥹ࢰ࣯ࣝࣛࢭ。真ࢽኳ下ࣤᲠࢸ玉ࣜࢼࢺ࢟ࢩ࣐ࢧ࢔ࢫ࢘ࣖࣝࢱࣇ〉 

南ၾฐᒀ৶Ძঊ、ஸ൙્ੌಈኰ৭。 

〈ゝࣁ⋞᐀⻎ࣚࣜᖐࢸ༡内ࣀ⯆慶ᐑࢺࢥࢫ࣐ࢩ࣐ࢽ༑日ࢸࣜ࢔ࣜ࢝ࣂ、ᮤ㍜国࢞ࢶ࢖

࣡ࣜࣤ௨ࢸ申ࣁ࢘ࣖࢫ、ኴ上ⓚࣀᚚᗙฎ࢞㏆市࣍ࢽࢻ、እ人࣓࢞ࢺࢱධࣜࢺ࢘ࣔࢥபࢸ

すᐑࢽᚕࢰࢱࢩ。㧗ຊኈྑࣁᑗ㌷㦛㥽ᑗ㌷ࢹ࣐ࢽ⣼ᐁ者ࣔࢻࣞࢼࣀ、ᮤ ㍜国ࢽㆷࣞࣛࢭ

㐨ࣤࣔࢻ㌷රࣝࢱࢩැ⏥ࢽࣛ࢞ࢫ㊰次ࢽዊࣝ᫬ࢩཪ⋞᐀ࣤすᐑ࣊ᚕࢸࢧ。長ὶᕩᕞࢸ

㧗ຊኈཛྷኌ᭣五。ࣇ玉ࢩࢺ馬ࣚࣜቒࢸ上ⓚ㦫。ࢰࢱࢩ㑧㨱ࣤࢹ࢖ࢧࣇ࢟ࣤࢻ࣍࢖ࣂࢭࣀ

༑年ኴᖹኳ子ࢺࣜࢼபࣇ。㍜国ྏ᭣ࣁࣞࢯఱ஦ࢺࢰபࢸ㐙ࢽ⋞᐀ࣤ馬ࣚࣜ下ࢾ。⋞᐀ c

ᇳຊኈᡭ᭣、ᚤᑗ㌷᭿ୟⅭරṚ㨣ࣀࢺࣥࣞࣛࢭ玉ࣇ。࢝ ࢱࣞࣛࢭ࣡࢔ࢽ࣓ࢼ࢘ࢳࣇ࣯ࣝ

 〈。ࢰ

a は『古文真宝』原文の注であるが、注目したいのは b （『帳中香』24 ࢘ l 3）、と c （任ῡ

による山谷詩の注）である。いࡎれも、࿘㎶の和文注は出所を☜ㄆできない本抄の⊂⮬抄文

であるが、ࡑの和文抄と『帳中香』・任ῡ注の漢文抄とが、㐪和感のないᙧで㐃続している。

b の場合は、「⋞᐀の㐠࿨のᝏ࠿ったとこࢁは、国のうちのことは⢔᐀のྡྷであるᙇ氏が༨
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᭷し、እのことは⢔᐀の⮧であるᮤ㍜国がとりしきって、」（௨上和文抄の内ᐜ）「⋞᐀と⢔

᐀のぶ子が௰がᝏࡃなり、二人の間の仁孝の㐨が㏵⤯えてしࡲった」（௨上漢文抄の内ᐜ）

ということであり、c の場合は「⋞᐀は㧗ຊኈのᡭをとり、ᑗ㌷（㧗ຊኈのこと）がいなけ

れば᭿はᡓでṚࢇでṚ㟋となって」（௨上漢文抄の内ᐜ）「しࡲうだࢁうと௮ࡽࡏれた」（௨

上和文抄の内ᐜ）ということである。いࡎれの場合も、抄者は、⊂⮬抄文の文⬦の中に、᪤

Ꮡの注文をᕦࡳにྲྀり㎸ࢇでいるとゝうことができるであࢁう。これࡽは、⊂⮬抄文が、た

とえば⌧ᅾぢ࠿ࡘっていない別の抄なࡽ࠿࡝༢⣧に引き෗されたのではない（ᑡなࡃとも

れたものであࡲ解しᾘ化した上で編⌮ࡃりではない）こと、᪤Ꮡの抄の内ᐜをṇし࠿ればࡑ

ることを物語っている点で、注目されるのである。 

4 ணళ 

4.1 ၤಛൢᇌのዡ጖ 

前⠇では、本抄の抄文の⏤᮶をศ類し、本抄௨前の注文を฼用した部ศと、本抄の⊂⮬抄

文とがᏑᅾすることを示した。ࡑのうえで⊂⮬抄文にࡘいて、い࠿ࡘࡃの内ᐜ上の類ᆺを☜

ㄆした。ࡑこには、༢⣧に᪤Ꮡの抄の出所を明示するにとࡲ࡝るもの（3.2 ⠇の例 、ࡽ࠿（1

᪤Ꮡの注にはない新しい᝟ሗ（3.3 ⠇例 従᮶の注の解説（例、ࡸ（2 3）を加えるものな࡝、

様々なࣉ࢖ࢱのものがΰᅾしている。ࡑしてࡑの中には、従᮶の注をࢫ࣒࣮ࣞࢩにྲྀり㎸ࢇ

で⊂⮬の新しい内ᐜを注するもの（例 4）もㄆめࡽれる。 

では、ࡑれࡽの⊂⮬抄文は、ㄡが、࡝のẁ㝵で加えたものなのだࢁう࠿。 

このၥ㢟の解⟅は、可⬟ᛶとしてはい࠿ࡘࡃ考えࡽれる。ձ万里が『帳中香』の␗本をṧ

していた可⬟ᛶ、ղ万里の抄とは別の参照資料があった可⬟ᛶ、ճ編者が加➹した可⬟ᛶ、

である。ありえࡑうな假説をิᣲしたࡲでで、⥙⨶的ではないが、㡰に検ウしていこう。 

 

4.2 ቮጰ֋ࡣ቎ౖ֥֖בփ֞ईႷต 

きは、万里が『帳中香』の␗本をṧしていたという可⬟ᛶである。この考え࡭考えるࡎࡲ

᪉だと、『帳中香』の抄文を⊂⮬抄文に⁐け㎸ࡏࡲているような部ศを、うࡃࡲ説明するこ

とができる。ࡑの␗本は、⌧Ꮡする『帳中香』の草稿のようなものであった࠿もしれないし、

㏫に増⿵・改編版のようなものであった࠿もしれない。たとえば国会図書館蔵の෗本と古活

字版とをẚ㍑すると、ⱝᖸの本文の㐪いがᏑᅾする。ただ、『古文真宝前集抄』の抄文と合

⮴するようなఏ本のᏑᅾは▱ࡽれてࡎࡽ࠾、この可⬟ᛶはあࡲり㧗ࡃないのではない࠿と

ᛮう。 

 

4.3 ᇠのౄ൴ಃፍ֋ց֢֞ईႷต 

次に考えなࡃてはなࡽないのは、本抄の編㍴者が、万里の抄とは別の資料を参照し、ࡑこ

の例እを㝖いてࡘ引用したという可⬟ᛶである。これに関しては、次にᣲげるただ一ࡽ࠿
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は、『古文真宝前集抄』の⊂⮬抄文は、『帳中香』௨እの⌧Ꮡする࡝の山谷抄とも一⮴しない。

本抄が参照していた資料がఱ࠿ࡽの⌮⏤でኻわれた可⬟ᛶもྰᐃすることはできないが、

別の可⬟ᛶを㏣ồする᪉がඛỴであࢁう。 

本抄中の山谷詩の注の中でただ一࠿所の例እ、௒にఏわる山谷抄ఏ本に一⮴する抄文は、

次の例 5 である。௨下の抄文のうち a ࡧよ࠾ c の部ศが、一㡑智⩞ 18の山谷抄の文ゝに一⮴

するのである 19。 

【例 ၤಛ抄文】『古文真宝前集抄』巻׊৚པ⬆の抄文֧஽ཙ֘ࡴ：5 3 13 ウ〜15 ウ 

ஔკዛआಲ、༛௠ါጩ඘。 

〈ゝెᐇ௨下௨භ句Ⅽ║目。᱈ᮤ花ஓ。ᣦ᫬㍮。ᪧ 説Ṉ篇五ẁ。௒用三ẁ。Ṉ篇仁・ⱥ・

⚄之三ᮅ。ཪ一説ப、東坡和၏用⚄ᘁ一௦之஦、則Ṉ詩஼⚄ᘁ一௦之஦ஓ。ۑ私ப、⮬

古பࢡ、a 総ࢸࢪ詩ࣤ編ࢽᅽ巻࢞大஦ࢰ。඼人࢞ࣝࢧ人ࢽ㈹⋵ࣞࣛࢭᡈࣁ名人ࢺ㓘作ࢫ

ࣝࣤ第一ࢽ㍕ࣝࢰ。Ṉ詩ࣔ東坡ࢽጞ࢞ࢱࣞ▱ࢸ名㄃ࢹ᭷࣍ࢽࢻ第一ࢽ谷集ࢰ⨨ࢽ。東坡

Ꮮⳉ⪁ᗙ上ࢹ谷࢞文ࣤぢࢸ⤯ၐ㉸㐓⊂出ன物እ者ஓࢺჃࢰࣝࢬ。඼ࢽ౫ࢸṈ詩ࢽ書ࣤ

ῧࢸ坡ࢽᐤࣝࢰ。඼㏉஦ࣤ注ࢺࢵࢯࢽ㍕ࢰ。谷ࣁ蘇㛛ᅄ学ኈࣀ中ࣁࢹ一ࣀᚋࢽ坡ࢽ▱ࣞ

ẚ之詩ࣁỤ梅࣮Ṉ詩。ࢰ࿧࣯ࣝࢺ蘇黄ࢸࢩ名ࣤᩧࢺ句坡⤖。ࢰᢤ出ࣁᡯࣔࢻ᭷ࣞ。ࢰࢱ

பࢸࢩクࢽ物ࢸࢧ。ࢰ㏆ㄫࣁ࣒ࣝ࣍ࢽ┤。ࢰ人࣒ࣤ࣍ࣝࢸ࣊ࣛࢰࢼࢽ物、ࣁபࢺẚ。ࢰ

᫝ࣔⱲ元ᐇ࢞詩ヰ。ࢰ全篇௨梅ẚ坡ࣁṈ詩。ࢰ࢖ࢼ大஦ࣔࣔࢱ࣓࣍ࢺఱࣁࢹ上ࣀ梅。ࢰ

ࣁ㐾ᩪ㛩覧、Ụ梅。ࢰࢲ⏕二子ࣤࣀ㍎㎋、ࢸぢࢽክࢺ松ࢺ梅ࢸ♳坡࢞大ኵ人、子ࣤ、ࢽ

⻎Ụࣀ梅ࢰ。坡ࣁ⻎人、ࢸࢧỤ梅ࢺபࢰ。Ⱳ石†࢞梅㆕ࢽ、┤⬮梅ࢺப、ࢺࢰࣥࢰ⣽ࣇ

花࢞࢘ࣚࢶ、ࢸࣜ࢔香ࢰ࢖ࢩ。ᐇ࢞ሀࢰ。ཪỤ梅ࣁ花ࣤபࢽࢼ࢘ࢧ࢖、ඛࢷᐇࣤபࣁఱ

஦ࢺࢰபࢽ、古㢼ࣀ心ࢰ。ᑦ書ẟ詩ࣁࢽࢻࣥࢼᐇࣤபࢰ。花ࣤபࣁ、༡໭ᮅ௨᮶ࢺࢥࣀ

Ṉࣤẚ坡。ࢰࢱࣜࢪ࣐࣯ࢹࣛࣖࢱᛮࢺ中࣊ఱࣀ᫝࢞᱈ᮤ。ࢰ花ࣝ࢔ᐇ࢞࢖ࣚࣁỤ梅。ࢰ

᫬ࣁ坡࢞二༑二ṓ⻎࢝ࣛཬ第ࢸࢺࢬ࢘ࢭ仁᐀ࣀ჆♸中ࢽ京࣊上ࣝࣤபࢰ。Ḣ㝧࢞下ࢹ

ཬ第ࣤࢰࢱࢩ。Ḣ㝧࢞坡࢞文ࣤぢࢸ、᭮ 子ᅛ࢞文ࢺᛮࢸ、私ࣤࢺࢱࢩபࢸࢺࢪࣞࣁ第二

科ࢸ࢘ࢼ࣡ࢧ、ࣂࣞࢱ⨨ࢽ坡࢞文ࢰ。ཪ文ࣤ書ࢸぢࣂࣞࢱࢭ、⪁ኵ㑊Ṉ人可出一㢌ᆅ。

ᡈ本⪁ኵᙜ㑊Ṉ人一㢌ᆅப々。࣍ ᡃ、ࣁࢬ࢖Ṉ人࢞。ࢰ࣒ࣝ ࣔ一ࢶ㢌ࣤࣔࢺࢽ࢟࣋ࢶப

心ࢰ。᱈ᮤࣁᅾᮅ人ࢰ。᱈ᮤ場ࣁ、ᮅᘐࢰ。ెᐇࣁ坡࢞ᡯ20〈。ࢰ 

ါጩ೸不ସ、ྋ᎔ೊࣼ୯。 

〈b ゝỤ梅Ⅽ᱈ᮤ所ᚷ。ពㅝ東坡ぢ᎖ᙜ世⊂人୺ぢ▱⪥。c ゝࣁ᱈ᮤ࢞梅ࣁࢽ目ࣤࣔぢ

ࢥ᱈ᮤ࢞、ࢽࢻ࣍ࣝࢧ。ࢰ者ࢼᐇ。ࢰ࢖ࢼ࣡ࢧࣁ梅。ࢰ者ࢱ࢖࣓ࣂࢹࣁ᱈ᮤ。ࢰࢾࢣ࢝

ࢸࣜ࢞࢘ࢭ 21、目ࣤࣔ࢝࢞ࣝ࢔。ࢰࢾࢣኳࣁ㞵㟢ࣀᜠࣤ下ࢰ。坡࢞上ࣂ࣑ࣞࢹ、ⱥ᐀఩

⩶ࢽᕸ⾰ࣚࣜ一㝵ࢽ坡ࣤᮤⓑ࢞ዴࢽ治ᖹ元年、ࢹ貴、ࢸ⪺ඛ࢝ࣛ、坡࢞名ࣤ࢖ࢼᚚ༶ࢽ

林学ኈࢰࢱࣞࢧ࣓ࢺ࢘ࢯࢼࢽ。㡑⌹࢞、坡ࣁ㐲大之ჾஓ。ࣔࢽ࢝࢖ಖ㣴ࢸࢩ、次第ࢽᣲ

பࢺࢼ大ࣁᚚᜠࣀኳ子、ࢽࢾࢣ目ࣔ࢝ࣁ⮧群ࣀ᱈ᮤ、࣯ࣤࢥ。ࢰࢱ࣊ࢧࣤࢸࢩ申ࢺ用ࢤ
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心ࢰ。⌹ࣔ坡ࣤ㐲大ࢽ用࢘ࢰࢸࢺ。௚日Ḣ㝧࢞坡ࢽ࿌ࣂࣞࢱ、坡࢞㡑බࣀ㍎ࣤᚅࣝࢫ、

ྩ子ឡ人௨徳ஓࢺபࢸ、坡ࣔ႐ࢰ。谷注ࢽ、᱈ᮤᮤࣁᗈ࢞ᨾ஦ࣤ用ࢸ心ࣤࣝ࣡࢝ࣀ೉用

 〈ࢰ

万里と一㡑との間には文化的な஺ὶがあったようで、万里の詩文集『梅花無尽蔵』に、一

㡑が万里に漢詩を㏦ったことがグされている。 

᫓㞵⳽、᱈※和ᑦは、᯾梅子と、ྠࡃࡌ万年の♫にධり、目に全∵無し。྘、ᕬに௚᪉

に弘化することᩘ㍕、ᅄᾏの内、㆑る者をḞࡃのࡳ、ໃ㝧、Ᏻὠの無㔞ᑑ⢭⯋の⩞බ・

㤳一㡑、宝所୺┕は、᫓㞵のᕥྑに㝶ౝし、⣽࠿にవ⁲を⫈ࡃこと二༑వ年、㐙にໃ㝧

のᪧᰨにᖐる。୺┕のྠ♫、➗㞼三බ୔人、㑑᮶、వの梅ᡬを೉りて、ᷗᬥをᣮげて೏

む無し。୺┕、詩を作りて、୔人にᐤࡏ、වࡡて、వにཬばる。ㅽࢇでⰾᢲに౫り、௨

て、ኈ᫓㞵の᭮㐟をグす。則ちぬえࡎして⪁ᾦ、╰ᲈにᾋࡪ。୺┕、඼れ慮れ。（『梅花

無尽蔵』巻 3 下、128）22 

この文❶ࡽ࠿、万里が᱈※⍞௝（᫓㞵⳽）と学཭であったこと、一㡑は᱈※に二༑వ年に

わたってᖌ஦し、一㡑とྠࡌ詩♫の➗㞼清三が万里のもとで学ࢇだこと、一㡑がࡑの➗㞼に

詩を㉗り、ࡘいでに万里にも㉗ったこと、な࡝が▱ࡽれる。ࡑの஺㝿の中で、一㡑が万里に

の草稿を㏦ったとࡑࡸの山谷抄の草稿を㏦った、あるいは㏫に万里が一㡑に『帳中香』ࡽ⮬

いうことも、考えࡽれなࡃはない。だがࡑの可⬟ᛶは㧗ࡃないようにᛮう。ࡑういう学ၥ的

஺ὶがあったのであれば、一㡑の山谷抄と万里の『帳中香』との間に、ከࡃのඹ通する内ᐜ

があることがண᝿される。だが஦ᐇは、一㡑抄も万里抄も、全 20 巻、全ての詩にわたって

注が附されているが、両者は全ࡃとゝっていい࡝࡯ඹ通する内ᐜをᣢたないのである。両者

の抄は、ᇶ本的に無関ಀに成❧したと考えるのがጇᙜであࢁう。 

さて、この本抄中၏一の一㡑抄山谷抄との一⮴部ศは、ㄡが参照して引用したのだࢁう

も、本抄の編者が様々な資料࡝本稿の➹者は、௚の⊂⮬抄文とも。࠿ 23にᙜたってᴗをⅭし

たと考えるのがጇᙜなのではない࠿とᛮう。次⠇でࡑの点にࡘいて説明したい。 

 

4.4 ᇨೄ֋इᅤ֖֞ईႷต 

⊂⮬抄文の部ศが編者の加➹に࠿࠿ると考えると、≉に例 4（「㢟☻ᓴ☃」の抄文）のよ

うに、⊂⮬和文抄の中に⮬↛に『帳中香』の漢文抄が使われている場合の説明はᐜ᫆になる。

万里⮬㌟がᇳ➹したのではないと考えࡽれる（ࡑのような『帳中香』の␗本はṧされていな

い）上に、本抄の࠿࡯にࡑのような抄文をᣢࡘ資料も☜ㄆされない௨上、万里の抄を⣲ᮦと

して㑅ࢇだ本抄の編㍴者こࡑが、ࡑの⊂⮬抄文の書きᡭとして᭱もありえࡑうだࡽ࠿であ

る。 
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もう一点、前⠇で例እとしてᣲげた一㡑の山谷抄を฼用している部ศがあることも、本抄

の編㍴者のᡭによるものであるとすると、一ࡘの假説をᥦ出することができる。本抄のห行

は寛永 19 年（1642 年）であるが、一㡑の山谷抄はࡑの࠾よࡑ 5 年ᚋ、ṇಖ 4 年（1647 年）

に、寺⏫三᮲上ࣝ⏫ᗉྑ⾨㛛によってห行されている。本抄の編者は、ࡑの出版の‽ഛẁ㝵

にある『山谷抄』を、ఱ࠿ࡽのᙧで▌ぢすることがあったのではない࠿。≉にᙜヱの詩は、

『山谷詩集注』の中でも巻 1 の巻㢌に㓄されているものであり、฼用されているのがࡑの巻

㢌詩の抄だけであることࡽ࠿、引用者が全巻の内ᐜを参照できな࠿ったことが␲われる。ࡑ

う考えると、一㡑抄とのඹ通部ศがただ一࠿所だけである⌮⏤も、一ᛂの説明はࡃࡘのでは

ない࠿とᛮう。この假説は≉ẁの᰿ᣐはなࡃ、あるいはዶ᝿に㏆いとのㄦりを受ける࠿もし

れないが、一ࡘの可⬟ᛶとしてグして࠾きたい。 

もしも本抄の⊂⮬抄文が本⠇で考えたように編者⮬㌟によるものだとすれば、ࡑの人物

は、ある⛬ᗘ㧗ᗘなᩍ㣴と▱㆑を㌟にࡘけた人物であったと᥎ᐹされる。ここࡲでぢてきた

ような、᪤Ꮡの注であっても内ᐜによってྲྀᤞ㑅ᢥして᥇録し（3.2 ⠇）、あるいは⊂⮬に出

典を引いて解説を加え、ࡲた᪤Ꮡの抄の内ᐜをṇしࡃ⌮解して⮬ࡽのᇳ➹する抄文の中に

⁐け㎸ࡏࡲる（3.3 ⠇）、といった所Ⅽは、୪のຊ㔞ではなしえないだࢁう。ࡑの名が࡝こに

もグされていないことがᝰしࡲれるが、あるいはࡑれが、ᙜ᫬の学⾡的な出版に࠾ける一ࡘ

のែᗘであったの࠿もしれない。 

5 ଅᎪとड༎ 

本稿は、『古文真宝前集抄』の抄文が、࡝のように成❧し、࡝のようにᵓ成されている࠿

を明࠿ࡽにすることをㄢ㢟としていた。 

⤖論を⡆༢に㏙࡭れば、『古文真宝前集抄』の黄山谷詩は、『古文真宝』⮬体の注と任ῡに

よる山谷詩の注、ࡑして万里集九『帳中香』をもとに注釈が施されている。これࡽの࠿࡯に

一㡑智⩞抄の山谷抄が引用されている部ศがあるが、あࡲࡃで㝈ᐃ的であり、୺たるྲྀᮦ※

は上グ三✀とぢる࡭きである。もっとも、ࡑの三✀の⣲ᮦも、もとになった注のす࡭てが使

われているわけではなࡃ、編者によるྲྀᤞ㑅ᢥがなされたものである。編者はさࡽに、新た

な᝟ሗを附け足したり、注の説ࡃとこࢁにࡘいての解説を㏣加したりして、本抄を編㍴して

いる。ときには、᪤Ꮡの注文をࡑれࡽの᝟ሗࡸ解説にྲྀり㎸ࢇだりする場合もあり、編者は

 。れなりに㧗ᗘのᩍ㣴と▱㆑を᭷する人であったと᥎ᐹされるࡑ

柳田のゝう本文の⭊ศけというほ点にࡘいては、もはࡸゝうࡲでもないことであࢁうが、

本抄の฼用には⣽心の注ពを要することをᣦ᦬ࡡࡏばなࡽない。たとえば本抄の和文抄部

ศにࡘいては、ࡑの࡯と࡝ࢇは編者の⣳いだࡽしい⊂⮬抄文であって、Ụᡞ᫬௦ึᮇのゝⴥ

を཯ᫎし、Ụᡞ᫬௦ึᮇの▱ぢを㋃ࡲえた注釈とぢることができるであࢁう。し࠿し一部に

は一㡑智⩞の抄が引用されている部ศがあり、ࡑのゝⴥも内ᐜも、⊂⮬抄文との間にࡽࡑ࠾

ࡃ 100 年を㉺える᫬間的ᚄᗞを᭷するものである。ゝ語的なものであれ文化的なものであ
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れ、⢭ᐦな研究のための資料として本抄を฼用するためには、ここࡲでぢてきたような、抄

文の⣼ᒙᛶを解きࡄ࡯す作ᴗがᚲ要となることは、⮬ࡎと஢解されるのではない࠿とᛮう。 

᭱ᚋに附ゝしてࡃ࠾と、上㏙の⤖論はあࡲࡃで、本抄の研究に࠾ける一ࡘの中間ሗ࿌であ

る。というのは、万里集九は蘇東坡の詩の注釈『ኳ下ⓑ』もṧして࠾り、『古文真宝前集』

にはࡑの東坡の詩もྵࡲれているࡽ࠿である。ࡲࡘり、本稿で行ったような抄文の⭊ศけ

が、東坡詩にࡘいても行うことができ、ࡑれによって本抄の注釈ጼໃ、とりわけ万里との関

ಀがいっࡑうヲ⣽に明࠿ࡽになることがᮇᚅされるのである。本抄に㝈ࡎࡽ、このような抄

物の⣼ᒙᛶ、いわば抄物をめࡄる▱のࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿを解きࡄ࡯して行ࡃことは、抄物がい࠿

に編ࡲれ、ࡲたい࠿に読ࡲれた࠿というၥ㢟に┤⤖する。ࡑれは᫬間とᡭ間の࠿࠿る作ᴗで

はあるけれ࡝も、この᫬௦の文化を▱る上でのᡭ続きとして、ྲྀ り⤌む࡭き重要なㄢ㢟であ

るようにᛮわれる。 

 
《注》 

1 『国語学大辞典』抄物の㡯目（柳田征司ᇳ➹）p.506）のグ㏙を、本稿のᇳ➹者の❧場ࡽ࠿

ᢤ⢋して整⌮した。 
2 この点にࡘいては、小林（2015）も「可⬟なࡂ࠿り原典に㐳り、ㅮ者のㅮ義文なの࠿、原

典の和ࡽげ部ศなの࠿をᖖにศけて論ࡌていただきたいとᛮう」（小林 2015: 84(8)）と、ㅮ者

⮬㌟のゝⴥなの࠿原典を和ヂして説明した部ศなの࠿を⭊ศけすることの重要ᛶにゝཬす

る。ただ柳田ࡸ本稿の考える⭊ศけは、ඛ行する抄物を฼用する⤖ᯝとしての⣼ᒙ的ᛶ格で

あり、もうᑡし⣽࠿いࣞ࣋ࣝということになる。 
3 年号に附したすᬺ（ᬺ࢜ࣜࢦࣞࢢ）は便宜的な目Ᏻであり、ཝᐦなᬺ法上の᥮⟬を行った

ものではない。 
4 本抄を例に㑅ࡪ⌮⏤は、2.4 に㏙࡭るように、ࡑの抄文の成❧஦᝟がある⛬ᗘุ明して࠾

り、元になった資料ともᐜ᫆にẚ㍑ができるࡽ࠿である。 
5 ௨下の古文真宝の解説は、星川（1996）࠾よࡧ川瀬（1970: 468）を参照した。 
6 この系⤫は寛永 19 年のものが᭱も古い版で、ࡑのᚋᢎᛂ 2 年（1653 年）に一ᗘ、ࡲたห

年をヲ࠿ࡽにしないがỤᡞ᫬௦前ᮇにᑡなࡃとももう一ᗘ、᚟หされている。 
7 原文は漢文で、「ྑ古文前集抄者、本万里ᒃኈ之説解、Ⅽ㛤ᯈ之草๰者ஓ。↛඼間㠀無㑇

㜘、ⱝ୙⿵之者、ᑗ㞴௧❺ⵚ⌮会。ᨾ᥇諸ᙪ之ウ論、索㧗ൔ之ಟ㣭、加₶Ⰽ、௨᮶全部႘ዴ

⧊五ᙬ之⦷、ᑵ一໶之㘊。所ෂ༤雅之ྩ子、ᙜ改ṇ▯。 寛永༑九〈኉༗〉年⮞᭶吉㎮ 竹

本బᕥ⾨㛛新ห」とある。 
8 玉村竹二（1972）࠾よࡧ中川徳之助（1997）を参照。 
9 ໭宋の詩人。1045〜1105。ጣは黄、名はᗞሀ、字は㩃┤。山谷㐨人と号した。日本では号

をとって「黄山谷」と࿧ばれる。中世ᚋᮇ、⚙林を中心に大いにὶ行し、ಶ人の詩集として

は᭱もከࡃの系⤫の抄物がṧされている（柳田（2004）。蔦（2017）も参照されたい）。 
10 『古文真宝前集』にྵࡲれる黄山谷の詩は、次の୐㤳である（大島 1995 のㄪᰝによる）。

な࠾、山谷の別集『山谷詩集注』20 巻に࠾けるᙜヱ詩の཰録巻と詩㢟を、括ᘼ内にグして࠾

 。ࡃ
巻一「子▚ㅷᾏ༡」（巻 17「㊙子▚和㝡詩」） 
巻三「㉗東坡」二㤳（巻 1「古詩二㤳上蘇子▚」） 
巻ᅄ「ᡙ和⟅⚺語」（巻 1「ᡛ和⟅⚺語」） 
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巻四「水仙花」（巻 15「王充道送水仙花五十枝欣然会心為之作詠」） 
巻五「題磨崖碑」（巻 20「書磨崖碑後」） 
巻十「塞上曲」（黄山谷ではなく、張文潛の作として伝わる） 
11 『古文真宝』も『山谷詩集注』も、漢詩文本文だけでなく注が附されたテキストが出版さ
れ流通していた。これは日本でも中国でも同様である。『古文真宝』前集は、時代によって

様々な注のテキストが流通するが、室町期に日本に伝わっていたものは、序文によれば、元

の林以正が、当時既に世に行われていたものを修訂したものという。 
12 山谷詩の注は、日本では南北朝期に『山谷黄先生大全詩註』『山谷詩集注』の 2種の五山
版が刊行されるが、いずれも山谷に詩を学んだ宋の任淵の注した本である。 
13 本稿の図版の中には、テキストとして読みやすいように、原本の複数丁の写真を切り取っ
たものを、一枚に継ぎ合わせて加工したものがある。この図版 1は 3枚の画像を加工したも
の。 
14 ちなみに『帳中香』の抄文は「元豊四五年間作 年譜云、附前篇。或説云、元豊四年作。
全篇無対也。此篇二段、起句下四句一段、着新替旧下二句一段、換韻之柏梁。豫章文集第二

古詩部載之。東坡去密州時作留別雩泉、留別釈迦院牡丹等詩、又在恵儋追和陶詩。其寓意之

至高、可推知之矣。今公亦在吉州太和県。戯和答禽語与東坡之寓意、無二無別也。租税之

重、自元豊二三年以来民間甚困。」（   部分が本抄と一致）とあって、やはり全ての内容

が『古文真宝前集抄』に採られているわけではないことがわかる。 
15 本稿の筆者が確認した抄物は、柳田（2004）の目録での名称でいうと、「一韓智翃抄山谷
詩抄」・「月舟寿桂抄山谷詩抄」・「彭叔守仙抄黄山谷詩抄」・「林宗二抄山谷詩私抄」である。 
16 南宋の李燾著『続資治通鑑長編』のこと。卷 307、神宗元豊三年に「王安石上改定詩、
書、周礼義誤字」とある。 
17 それぞれの所在は、b:『帳中香』巻二十上 16オ l15、c:『帳中香』巻二十上、22ウ l13、d:
『帳中香』巻二十上、23オ l6。 
18 生歿年不詳だが、桃源瑞仙に師事し、後述するように万里とも親交があった。東坡詩の抄
物を残している。なお、ここに引いた山谷抄が一韓の抄であるかは、厳密には疑いの余地を

残す。この系統の山谷抄の成立事情は詳らかでなく、一韓抄とされる根拠はただ一か所、正

保 4年に刊行された整版本の尾題に「黄山谷詩集注一韓和尚鈔巻第廿終」と記されているこ
とだけだからである（大塚（1992）を参照）。それを否定する理由もないので、この系統の
山谷抄はひとまず一韓の抄と考えられているが、その当否、成立の事情等、追求すべき余地

は少なからず残されている。 
19 一韓の山谷抄は複数の伝本が残されているが、同系統の一写本の影印本である『続抄物資
料集成 第 6巻 山谷抄』（大塚光信編、清文堂出版、1980年）のページで言えば、25〜27ペ
ージに該当する。 
20 『続抄物資料集成』の本文では、この部分に、任淵の注に対する注釈が続いている。本抄
でそれが存在しないのは、「江梅有佳実、託根桃李場」に対する任淵注自体が『古文真宝』

および本抄に引用されていないからであろう。このようなところにも、本抄編者の取捨選択

の意識が細やかに行き届いていることがうかがわれる。 
21 原文「エセウガリテ」。『続抄物資料集成』本によって改める。 
22 原文は「春雨菴、桃源和尚。与某梅子同入万年之社。而目無全牛。吁已弘化於他方者数
載。四海之内欠識者而已。勢陽、安津、無量寿精舎之翃公首一韓宝所主盟。随時（ママ）春

雨之左右。細聴余滴二十余年。遂帰勢陽之旧栖。主盟之同社、笑雲三公丈人。邇来借余梅

扉。而挑檠暈無倦。主盟作詩寄丈人。兼見及余。謹依芳押。以祀（ママ）士春雨之曽遊。則

不覚而老涙浮睫梢。主盟其慮焉」。引用中ママとした「時」は「侍」、「祀」は「記」とある

べきところ。書き下し文では訂正して示している。なお、本引用については、書き下しは市

木武雄『梅花無尽蔵注釈』によるもの。 
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23 「様々な」というのは、たとえば全篇にわたって『山谷詩集注』の任渕注が参照されてい

たり、例 2 で『宋通鑑』（『続資治通鑑長編』）が引用されていたりすることをいう。 

 

《使用文献》 
本稿で引用した文献は次の通り。引用にあたっては、読解の便を考慮し、濁点・句読点の附

されていない文献には適宜これを加えた。漢字の字体は通行のものに改めた。割注・小書き

は〈 〉で括って示した。原文の漢文には訓点が施されている場合があるが、引用にあたっ

てはこれを省略した。書き下し文は歴史的假名遣いを原則として私に作成した。 

『古文真宝』：内閣文庫蔵五山版『魁本大字諸儒箋解古文真宝』（別 054-0004） 

『古文真宝前集抄』：東京大学文学部国語研究室蔵寛永 19 年整版『古文真宝前集抄』（11B14 
L28969） 

『帳中香』：国会図書館蔵慶長元和間古活字版『帳中香』（WA7-92） 

『梅花無尽蔵』：市木武雄『梅花無尽蔵注釈』続群書類従完成会、1993〜1995 年 
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